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福井県美浜町

みんなの茶ノ間八三六の
牛すじ大根

前々1国と前回、2回に渡って徳島県

神山町の大南信也さんが登場した。

今回もまた、大南さんに登場していた

だく。

福井県敦賀市の駅前にある「ちえ

なみき」という公設書店で久しぶりに

再会した大剃さんとYouTube用の対

談動画を撮影させ てもらった。そのな

か で今回の 福井来訪の理由を ll:lJぃ

てみると、70歳になった大南さんはほとんどの役職を若手に

譲り、自分はこれまでお世話になった地域を巡って講派させ

てもらっているのだという。神山町には、「四国八十八ヶ所」

を巡る「お遍路」の第12番札所がある。そんな神山町に住む

大南さんは、古希を契機に全国のゆかりの地を訪れる巡礼

の旅を始めたというわけだ。

その第1番札所として選ばれたのが福井県美浜町。北山

大志郎さん率いるNPO法人ふるさと福井サポートセンターが

あるまちだ。大南さんと北山さんは以前から交流があり、全国

巡礼の開始にあたって最初に思い浮かんだのが北山さんの

ところだったという。そんな記念すべき対談の場に、私は進行
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役として呼んでもらえたのである。光栄なことだ。「ちえなみき」

での講派とYouTube対談の収録を終えて、大南さん、北山さ

ん、私の3人は敦買市の西隣にある美浜町へと移動した。

大南さんと北山さんは、本業が建設業だという点が共通

している。地元の建設業者として未来を考えたとき、まちづくり

に携わらざるを得ないと考えたところにも共通点がある。その

結果、大南さんは前々回に記したとおりさまざまなプロジェクト

を生み出し、北山さんは早い段階から大南さんの進む道に

ヒントを得ていた。

北山さんが独自だったのは、「空き家をどう活用するか」の

手前に注目したことである。空き家になってしまってから活用

案を検討したり、活用してくれる人を探したりしても遅い。す で

に家が傷んでしまっていることが多いからだ。所有者やその

家族が健在であるうちに「家の将来をどうするか」を検討して

もらう必要がある。しかし、家族内での話し合いには限界が

ある。だから コ ミュニティによる話し合いが董要になる。地域

の未来をみんなで考え、空き家になりそうな家をどう活用した

いのかをみんなで決めていく。空き家の持ち主も、自分や家

族の未来と地域の未来を重ね合わせながら家の将来を考

える。そんな方法が必要だと考えた北山さんは、 コ ミュニティ

デザインに静目して「一緒にプロジェクトを進めないか」と声を

かけ てくれた。ありがたいことである。

そんな北山さんと大南さんの対談である。予想どおり愉し

い会になった。終了後は、北山さんたちが古民家を改修し

てつくった「みんなの茶ノ聞八三六」で食事会。古民家の持
やさぶろう

ち主である弥三郎さんの名前を取った「八三六」は、地域の

人たちが交流するための空間であり、平たく言えば北山さん

たちが「まちづくりをしながら遊ぶ」ための空間である。この日も

まちづくり仲間たちが集まり、大南さんを囲んで食事を愉しん

だ。料理長もまちづくりメンバ ーのひとりで、普段は地元金融

機関の本部長として活躍する人である。この人がつくる料理

はものすごく美味しい。この日も次から次へと抜群に美味し

い食事が供されたのだが、なかでも牛すじ大根の煮込みは

素睛らしかった。かなり長く煮込まなければ生み出せない柔

らかさと出汁の旨味である。

＾
NPO法人ふるさと福井サポートセンタ ーのメンバ ーは、自

N 分たちで愉しさを生み出す能力が高い。「愉しさ自給力」の
よ そ

高い組織だといえよう。それは他所から購入した愉しさでは

ない。試行錯誤しながら生み出す愉しさである。考えてみれ

ば、大南さんもこの種の愉しさを生み出す力に長け ている。

地域のために滅私奉公しているというよりも、地域を使っで愉

しんでいるという印象だ。だから多くの人が集まるのだろう。

そこには美味しい「ごはん」が不可欠である。
1973年愛知県生まれ。studio-L代表。関西

弓 学院大学建築学部教授。著召ばコミュニ
ミや ティデザイン』（学芸出版社）、 rソーシャルデーま了ざ ザイン・アトラス」（鹿島出版会）、『コミュニティ

サ・デ亨 デザインの源流J（太田出版）、 「縮充する日
、Jィり 本』(PHP新困）など。本連載をまとめた『地域ナよ

l う ごはん日記おかわり比＜待望の発売中
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長崎県島原市を拠点とする設計事務所です。日本の西端の地、人口約4万人の地域で、今日の地方特有の課題と日常的に向き合いながら活動しています。
前半の3作品一「d&i大黒屋新社屋」「福岡ピノキオこども園」「いちこ保育園」は依頼前から用途が決まっており、いわゆる設計事務所の標準的なプロセスを
経て出来上がった建築です。一方、その後の3作品一「HOGET」「uminoわ」「水脈mio」は用途が決まる前の企画段階から携わリ、いずれも人口減少が続く
長崎県内の各地域での拠点になるような建築であリ、長崎や地方都市においてこれからどのように建築に関わっていくべきか、また建築に何ができるのかを
考えさせられたプロジェクトです。そして現在進めているプロジェクトを最後の2作品一「BENEX Project」「d&i Residence Project」で紹介しています。ここ数年
の我々の日藤の一端を本建築集で感じていただく機会になれば幸いです。 （佐々木翔）
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